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■2016 年度 事業報告 

2016 年度は、第 3 期中期ビジョンの初年度として、理念の実現に向けて各事業を運営しながら、「子

どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業」と「組織の基盤強化」の推進に取り組みま

した。 

施設事業（学童クラブ運営事業、児童センター運営事業）では、子どもや利用者の安全を第一としな

がら、それぞれの施設で工夫しながら様々な取り組みを行いました。子どもたちの居場所として日々子

どもたちの笑顔があふれ、仲間同士で思いっきり遊び、また自分たちでいろいろな企画に取り組みまし

た。行事では多くの保護者や地域の方々も参加し、子どもを中心としてつながりと支え合いが広がりま

した。 

「子どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業」では、今までの連携を活かしながら

地域と協働を進め、地域が抱える様々な課題に対して私たちができる取り組みを一歩一歩進めてきまし

た。 

組織運営は取り組みが不十分でした。活動を支える大切な部分であり、今年度の反省を踏まえ次年度

に繋げていきたいと考えています。 

 

◇子どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業 

【事業の内容】 

1. だがしや楽校 

9 月 11 日（日）、向台公園（西東京市）において、今年度もだがしや楽校を開催しました。 

 今年度はこの事業の始動が遅くなったため（7 月に第 1 回実行委員会）、その後の会議や準備等全般に

おいて遅れが生じ、現場職員への負荷も大きくなったことが反省点として挙げられます。今後は、アミ

ーゴ全体の活動スケジュールおよび現場との調整を念頭において、早めに準備をスタートさせ、余裕を

もった行程で事業をおこなっていくべきと考えています。 

 また、当日の天候はその直前まで雨天となる確率が高く、学童クラブ施設を利用した「雨天プログラ

ム」での開催の可能性もありました。しかし、その際のプログラムの内容については十分に実行委員会

で詰められた状態ではなく、次回ではより具体的な「雨天プログラム」の検討が必要です。 

 外部団体や会員の方々、いわき市四倉・大浦児童クラブの皆さん、地域の方々や学童クラブ・児童セ

ンターの利用者・保護者、卒所児童など、アミーゴに関わる多くの人との交流が実現する場として、だ

がしや楽校は発展してきました。より安定してこの事業が継続できるよう、行程管理や各部署、職員・

理事等の役割分担を明確にした体制をつくることが、今後の重要な課題と言えます。 
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2. アミーゴ自然塾 

アミーゴが受託した学童クラブを卒所した小学校5，6年生と中学生を対象とした野外キャンプ事業と

して、今年も「アミーゴ自然塾」を、8月5日～7日の日程で行いました。 

学童を卒所して地域に戻っても、学童の仲間同士がつながって、自分の居場所がそこにあることを忘

れないでいて欲しいという想いで、アミーゴの学童の全卒所生を対象にした事業です。 

2016年度の参加者は小学生、中学生の参加者が21名、高校生スタッフが4名で、東京都日の出町、日

の出山の山麓に位置し、NPO法人花咲き村が運営する「古民家滝本」周辺にテントを張り、様々な野外

活動を行い共に生活をしました。 

やりたい事や食事のメニューなどは、子ども会議を開いて自分たちで決めていきました。野生の竹を

みんなで切り出して、自分たちで割って組んだ流し台を使っての流しそうめん、ずぶ濡れになりながら

川で水を掛け合い、冷えた身体をドラム缶風呂で温めホッと一息、などなど自然の中での生活を仲間と

共に満喫していました。 

今回も 2015 年度に引き続き、参加者 OB の高校生が参加してくれました。自然塾卒業の年代となる

中学 3 年生の参加者が、キャンプファイヤーで火を囲みながら、今度は自分が高校生スタッフになり自

然塾を支える側にまわりたいと、来年に向けた夢を後輩たちに語ってくれました。 

実施にあたっての課題として、準備開始時期が大幅に遅れ、これまでになく短期の準備期間であった

点があげられました。自然塾は実施当日もさることながら、そこに至るまでの準備が事業の「肝」とな

ります。自然塾に関わる全ての大人たち、子どもたちが、この事業の意義をくみ取り、丁寧に気持ちを

重ね合わせて進めていけるよう、充分な準備期間が必要であることを申し送りました。また、今後の事

業規模の推移により、会場の整備や選定など、実施内容について丁寧に検討を加えていくことや、事業

の目的について今後も丁寧に共有していく必要があることなどが課題として挙げられました。 

 

3. 地域 NPO との協働 

ひばりが丘児童センターの乳幼児広場事業における NPO 法人ちろりん村との共催事業や、NPO 法人

まちかど保健室との共催事業の展開などを通して、地域 NPO との協働を進めました。 

また、10 月 10 日に西東京市と実行委員会の共催事業として開催された「第 5 回こそだてフェスタ＠

西東京」に協力団体として参画しました。2016 年度も様々な地域の子育て支援団体が参加し、このイ

ベントを起点とするネットワークにより、ひばりが丘児童センターにおいて、多くの他団体との協働事

業が実現しています。 

 

4. 西東京市の関連団体との協働 

西東京市市民協働推進センターゆめこらぼの運営委員を理事が務め、事業の企画運営にかかわりまし

た。さらに、FM 西東京の番組審議委員を事務局長が昨年度に続いて務め、地域コミュニティにおける

情報発信について情報交換を行いました。また、西東京市社会福祉協議会の評議員を事務局長が務め、

西東京市の地域福祉の現状について情報収集や提言を行いました。さらに、地域活動福祉計画の情報推

進部に所属し、武蔵野大学・日本社会事業大学の学生と共に、田無駅南口の自治会において「つながる

地域づくり」をテーマにヒヤリングを実施（9 月 24 日）しました。 
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また、新たに発足した、西部地区地域協力ネットワーク（西東京市主催）のメンバーに事務局長が就

任。消防・警察・学校など西部地区の関係団体との情報交換をはじめ、地域での課題の共有することが

できました。この内容を踏まえて、2017 年度以降に具体的な協働の取り組みを進めたいと考えていま

す。 

 

5. 他地域の団体との協働 

1）いわき市四倉児童クラブ交流・支援事業 

福島県いわき市「一般社団法人キッズスマイルFPいわき」の四倉児童クラブ・大浦児童クラブとの交

流事業を8月19日に実施しました。この事業は、2011年の東日本大震災の際に高橋評議員（当時）が全

国学童保育連絡協議会の要請を受けて、いわき市で学童保育支援活動を行ったことをきっかけに始まっ

たものです。以降、交流を続けてきた四倉児童クラブが今年度から大浦児童クラブと併せて一般社団法

人となり、今回はこの両学童クラブとの交流となりました。 

当日は、向台学童クラブと向台第二学童クラブを会場に、いわきからはおよそ30名、アミーゴ側は向

台、向台第二に北原学童クラブが加わった40名あまりの3、4年生を中心とした子ども達が参加しました。

5～6人の班をつくり、班ごとに自分たちで遊びを決め、ベーゴマ、火おこし、ドッジボール、水遊びな

どを行いました。火おこしでは、なかなか火がつかない班の仲間を励まし、火が点くとみんなで大喜び

する姿が見られました。いわきの子ども達は「3人以上の顔と名前を覚えて帰ること」を事前に目標と

したとのことで、遊びを通じた交流の中で、その目標を達成した子どもも多かったようです。 

被災地の子どもたちに思い切り体を動かして遊んでもらいたい！とスタートした本事業も、現地の復

興のペースに合わせ、支援から交流へと軸足を移しています。長時間のバス移動の負担など継続にあた

って見直すべき課題もありますが、これまで築いた関係を活かし、今後も可能か限り息の長い交流を続

けていきたいと思います。 

 

2）高学年合宿・デイキャンプ 

アミーゴが運営する学童クラブで実施される高学年合宿やデイキャンプ。これらの高学年行事は「自

分たちが学童の生活で大切にしてきたことを改めて見直す機会を作る」という目的を掲げて実施してい

ます。自然の中で仲間たちと協力しながらの様々な体験、また当日に至るまでの色々な準備の場を通し

て、家族の一員としての役割と家族からの支え、また同様に学童の一員としての役割と仲間たちからの

支えに、改めて気持ちを向けることができる時間がたくさん用意されている行事です。これらの行事を

経て、4 年生達がより強くつながり合い、大人になってからも心に残り、生きていくうえでの力となる

機会になることを願い、2016 年度も実施しました。 

【2016 年度実施】 

北原学童クラブ 10 月 9 日～10 日 武蔵五日市 花咲き村運営山里交流施設「滝本」 

谷戸学童クラブ 10 月 9 日 秩父郡横瀬町 芦ヶ久保キャンプ場 

向台学童クラブ 10 月 22 日～23 日 武蔵五日市 花咲き村山里交流施設「滝本」 

向台第二学童クラブ 10 月 15 日～16 日 花咲き村山里交流施設「滝本」 

ひばりが丘第一学童クラブ 11 月 26 日 武蔵五日市 花咲き村運営山里交流施設「滝本」 

ひばりが丘第二学童クラブ  9 月 25 日 秩父郡横瀬町 芦ヶ久保キャンプ場  
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◇学童クラブ運営事業 

【事業の内容】 

 団体の掲げてきた学童保育の在り方について、団体全体における共通認識の構築、それに基づき保

育・支援の質の向上を図っていくための人材育成、保護者、地域との連携強化の三点に主眼を置いて活

動をした一年となりました。実践記録検討などの研修により一定の成果が表れていますが、今後も継続

した取り組みが必要です。 

 

【活動の内容】 

1. 学童クラブ運営の方向性の構築 

目指すべき学童保育の在り方について共通認識を構築し、現状課題の共有を深める点の達成において

は、一定の進捗があったと考えますが、それは主に実践検討研修を通して培われたということが、現場

における評価となりました。団体の運営側と現場との間、また現場の職員の間においても、目指すべき

学童保育の在り方についての共通認識、ゴールの共有が充分にされているとはまだ言い難い点がありま

す。各施設における取り組みにおいては、現在各施設で直面している学童の大規模化やその対応策など

に対して、団体全体の問題として考え、取り組むことができました。また運営上の大きな課題として、

職員体制の不安定さ解消が急務として挙げられました。 

 

2. 保育内容の充実・向上に向けた人材育成の体制整備 

保育実践力向上を目指す研修については、アドバイザーによる指導のもと継続実施された実践検討研

修、各施設の職員が他施設の保育を実地に体験する施設交換研修、外部講師による研修などが実施され、

指導員としての専門性や保育内容の向上、保育課題の共有に大きく寄与したと考えます。実践検討研修

は、指導員全体が一定の期間を費やして取り組む、アミーゴ学童保育における中核的研修であるので、

今後の継続的かつ円滑な運営のために、研修の企画進行に更なる検討、精査が必要と考えます。個々の

職員の自己実現に向けた研修導入については、今年度は進捗が見られませんでした。職員体制が安定せ

ず、中核人材の育成への注力は充分にできませんでした。採用、教育、キャリアアップの目標を出すな

ど、意欲を持って働くことができる一貫性のある労働環境作りに、団体として更に取り組んでいく必要

があると考えます。 

 

3. 保護者・地域との連携強化 

保護者との連携強化については、おたよりや連絡帳を通して、日々の子ども達の様子を伝えることに

努めました。そのおたよりに対して保護者の方々からの反響があるたびに、その大切さを痛感させられ

ました。保護者会、共催行事、茶話会や個人面談などの場においても、なるべく多くの保護者に参加し

ていただけるような工夫を行い、また日常的なお迎えの機会なども捉えながら保護者の方々とお話する

機会を持ち、学童と保護者、また保護者同士の関係強化に努めました。近隣小学校など、地域の中での

情報共有を密に行えるよう報告や連絡を行うと共に、学校連絡会などの場も活用しました。今後も子ど

もの様子の共有など更なる連携強化に努めたいと考えます。 
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2015年度 2016年度 構成比 増減

乳幼児男児 6,425 5,917 6.0% 92.1%

乳幼児女児 5,264 5,301 5.4% 100.7%

小学生男子 33,830 32,925 33.4% 97.3%

小学生女子 24,864 26,071 26.5% 104.9%

中学生男子 7,449 8,049 8.2% 108.1%

中学生女子 3,505 3,609 3.7% 103.0%

高校生男子 6,759 4,575 4.6% 67.7%

高校生女子 1,729 1,453 1.5% 84.0%

成人男子 1,187 1,184 1.2% 99.7%

成人女子 9,626 9,396 9.5% 97.6%

合計 100,638 98,480 100.0% 97.9%

2015年度 2016年度 増減

中1男子 3,548 2,006 56.5%

中1女子 1,554 1,183 76.1%

中2男子 1,872 3,298 176.2%

中2女子 1,354 1,168 86.3%

中3男子 2,029 2,736 134.8%

中3女子 597 1,258 210.7%

高1男子 1,779 1,224 68.8%

高1女子 502 359 71.5%

高2男子 2,713 1,615 59.5%

高2女子 584 509 87.2%

高3男子 2,267 1,751 77.2%

高3女子 643 573 89.1%

合計 19,442 17,680 90.9%

 

4. 行政その他の機関との協働関係の構築 

所管児童館との関係性は良好に保たれ、協働的な連携が図られていると考えます。各施設による関係

作りも積極的に図られました。西東京市学童クラブユニオンとの情報交換も引き続き行い、市内学童ク

ラブ全体の状況の共有を図りました。良好な連携関係の構築は図られていると考えますが、ユニオンと

「協働」の形には至っていないと思われます。行政全体との関係においては、協働関係の再確認が必要

と思われる場面もあり、更なる取り組みが必要と考えます。 

 

5. 自主事業の見直し 

事務局を中心として、利用状況の分析を進めました。今後、各所へのフィードバックや実施形態の検

討について取り組んでいきます。 

 

 

◇児童センター運営事業 

【事業の内容】 

 第三期中期ビジョンの実現に向けて、利用する子どもたちや保護者が「自分たちの地域の、自分たち

の施設」と考えて、積極的に運営に参加する施設になることを目指して取り組んでいます。 

 2016 年度は、「おいもほり」や「ハロウィン」、「センターまつり」や「冬まつり」を実施し、「団地

夏祭り」「お楽しみ縁日」に参加するなど、地域とのつながりを大事にした行事に積極的に関わりまし

た。 

 

【利用状況】 

      ＜利用者状況（前年度対比）＞        ＜学年別利用者数（前年度対比）＞ 
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2015年度 2016年度 増減

乳幼児男児 759 727 95.78%

乳幼児女児 699 657 93.99%

小学生男子 632 694 109.81%

小学生女子 654 688 105.20%

中学生男子 471 484 102.76%

中学生女子 256 304 118.75%

高校生男子 599 541 90.32%

高校生女子 267 150 56.18%

合計 4,337 4,245 97.88%

 

 

＜登録者状況（前年度対比）＞ 
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＜利用者状況＞ 

 

【活動の内容】 

1. 利用者の参画を実現するシステムの構築 

 「海賊キャンプ」や「団地夏祭り」「中高生デイキャンプ」など行事を通しての利用者の参画は例年

通り継続をするとともに、2016 年度は「自主企画」という形で、利用者がゼロから行事を立ち上げる

という試みを行ないました。さらに利用者からの生の声を拾い上げることを目的に、月に一度、利用者

懇談会を実施しました。 

 2016 年度は乳幼児保護者からの自主企画の動きが活発で、12 月にはサークルが立ち上がり、全 6 回

の自主企画行事を実施することができました。また、中高生による「バドミントン講座」を 1 回実施し

ました。 
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2. 業務マニュアルの策定による、新人育成・ボランティア受け入れ体制の確立 

 2015 年度に作成した業務マニュアルの見直しをおこない、改訂作業を進めました。また、正規職員・

臨時職員を含めた共有ミーティングの中で業務マニュアルの読み合わせをおこない、日常業務の平準化

を図りました。 

 また、ボランティアの受け入れ態勢は確立できませんでしたが、実習生に対しては、担当職員を中心

に実習計画を立てて受け入れ体制を整えました。 

 

3. 地域連携の継続・強化・発展 

 上記にも述べた「おいもほり」「手打ちうどん」「団地夏祭り」「お楽しみ縁日」などを通じて、地域

との関係性を強めていきました。また、「センターまつり」や「冬まつり」では各学校との育成会や PTA

などと協力をし、行事を成功させることができました。 

 新たに、2016 年度はクッキング行事を通じて、製菓会社や飲食店、商店街のパン屋、利用者保護者

による魚のさばき方など、多岐にわたる関わりがありました。 

 また、過去に児童センターを利用していた利用者が、OB として講師の立場で児童センターに戻り、

中高生向けの「ダンスワークショップ」を実施しました。 

 

4. 福祉的ニーズの掘り出しと関係機関連携の継続・強化・発展 

 これまで通り、困難を抱える利用者に対しては、子ども家庭支援センターなど関係機関との連携を取

りながら支援をおこないました。 

 また、近隣小学校との連絡会、近隣中学校 2 校との学校運営連絡協議会、児童生徒虐待防止外部委員

会を通じて情報の共有を図りました。さらに、福祉的ニーズがある利用者については、臨床心理士への

相談事業に繋げるケースもありました。 

 

5. 外部団体、他地域との交流 

 2015 年度より継続して、杉並区の「ゆう杉並」、調布市の「CAPS」との 3 施設交換研修や「首都圏

中高生ネットワーク」に関わっていくことで、運営面の成熟度向上、職員のスキルアップを図りました。 

また、市内の児童館事業・研修に参画すると同時に、外部への事業・研修にも積極的に関わっていき

ました。さらに、児童健全育成推進財団の主催による「月イチ学習会」の中で、ひばりが丘児童センタ

ーがホスト施設となり、施設プレゼンを行ないました。2016 年度は 16 件の外部研修に参加しました。 

 また、他地域交流として、小学生による「チアダンスクラブ」が杉並区の「舞祭」、東京都児童館等

連絡協議会主催の「児童館交歓フェア」に参加しました。 

 

6. 広報の強化 

 毎月発行しているおたよりを例年通り近隣小中学校 4 校に配布すると同時に、2016 年度から新たに 5

校の高校への配布をスタートさせました。また、ブログやツイッターといった電子媒体をこまめに更新

し、タイムリーな情報を発信していくことを心がけました。 
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◇組織運営 

【活動の内容】 

1. 運営体制の整備 

事務局長、統括ブロック長、各ブロック長により構成される運営会議を軸にして、施設運営事業を運

営しました。運営会議では各事業の実施・進捗状況を確認すると共に、課題への対応を検討しました。

また、今年度から学童クラブの施設長会議を設定し、施設間の情報共有を進めました。運営会議の内容

は三役会（代表理事、統括ブロック長、事務局長で構成）で確認し、理事会で協議すべき事項があれば

理事会の協議事項としました。運営会議では学童事業の課題が多く、児童センター事業の活動を話し合

う時間が少ない状況となりました。また、統括ブロック長、ブロック長が各施設の課題の対応に追われ、

事業全体についての協議ができる状況になっていませんでした。 

子ども支え合い事業のうち、自主事業である自然塾、だがしや楽校、いわき市四倉・大浦児童クラブ

交流・支援事業は、理事と職員で構成される実行委員会形式で運営しました。また、協働事業は事務局、

児童センターで個別に対応しました。課題として、実行委員会の中心が理事であったため、運営スケジ

ュールの調整が現場運営のスケジュール感覚とかけ離れてしまい、施設運営に支障を来しかねない状況

となってしまったことが挙げられます。 

中期ビジョンで、組織運営に関して 3 年後に目指す姿を、「団体のミッション実現と職員個人の自己

実現が、バランスよく達成され、高い意識と意欲で職務に当たれる職場環境が構築される組織となりま

す。そのために財政基盤の強化を図ることで、安定した団体運営が確保されていることが必要です。団

体としての理念、活動を的確に外部に広報することで、会員の獲得を図ります。また、そこからつなが

る地域でのプレゼンス（存在感）強化により、行政との適切な協働関係の構築を目指します。」と設定

しました。組織運営は事務局と理事が協同して進めていますが、個人の力量に負うところが多く、納期

管理が甘くなる、周囲の巻き込みが不十分等、思うように作業が進んでいないのが現状です。 

 

2. 職場環境の改善 

 職員の自己実現と職務の達成度を明確にすること、職員が自らを高めるために取り組むことを支援す

ること、及び今後中核となる人材を育成するために、当団体の人材育成に関する指針と職務規程の策定

を進めています。また、一人一人が目標を持ち、その実現に向けて行動するために「目標共有シート」

を用いた自己実現のスキームを作成しています。次年度の運用開始に向け準備している状況です。 

2016年度は施設運営事業において退職者が多く出ました。現在、福祉業界では慢性的な人手不足とな

っていて、社会的な問題となっています。「やりがい」と「働きやすさ」を大切にし、長く働き続ける

環境整備に皆で取り組んでいきたいと考えています。 

 

3. 財政基盤の強化 

新たに作成したリーフレットへの入会案内の挟み込みやアミーゴ通信での入会案内をツールとし、だ

がしや楽校等のイベントや関係者の人脈を活かした働き掛けに取り組みました。しかし、会員になるこ

とによるメリットの明確化ができておらず、会員数は微増でした（会員数：2016 年 3 月 31 日：77 名、

2017 年 3 月 31 日：80 名）。 
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ボランティアの受け入れについては、自然塾での高校生ボランティア、まただがしや楽校での出店等

でのボランティアを受け入れ、一緒に活動しました。 

自主事業財源の確保のため助成金の申請を行いました。2件申請しましたが、採択されたのが 1件で、

15 万円の助成金を得ることが出来ました。 

学童クラブ運営事業において、以前から実施している自主事業を引き続き実施しました。その中で、

必要性の高い方に使っていただけるように利用者に理解してもらう宣伝を引き続き行いました。 

当団体の収入の 97%は西東京市からの委託金に頼っている状況です。施設運営事業が中心ですので致

し方ないところもありますが、助成金の獲得や、活動をご理解いただくことによる寄付や会員増加など、

収入を少しでも増やして活動を充実させる方策を皆で考えていく必要があると考えています。 

 

4. 広報活動の強化 

 ホームページのリニューアルを進めています。全体の構成を一新し、今まで情報提供がなかった各事

業の紹介や支援や協力についてのサイトを新設する予定です。 

アミーゴ通信は3号を発行し、市の施設に設置して活動状況を市民に紹介しました。 

1月25日に開催されたNPO市民フェスティバルでは、田無アスタの2階センターコートで20分間のプレ

ゼンテーションを行い、多くの聴衆に活動をアピールしました。また、ポスター展示はだがしや楽校、

学童子どもまつり、NPO市民フェスティバル、西東京ふれあいこどもまつり2017で行い、各施設の様子

や子ども支え合い事業の活動を写真で紹介しました。 

行事等の画像による DVDを作成し、利用者へ配布しました。 

前項（財政基盤の強化）と共通しますが、地域の方々に活動を理解していただき、支援していただく

ことがアミーゴの一番の基盤強化に繋がります。各施設事業や子ども支え合い事業を通じて、また広報

活動も併せながら、アミーゴを広く周知していきたいと考えています。 

 

5. 行政との協働関係の構築 

 行政や関連団体主催行事へ積極的に参加し、当団体のプレゼンスを強化しました（子ども支え合い事

業の項参照）。施設運営事業に関しては、担当課と課題に応じて解決に向けた話し合いを行いました。 

  

6. 施設毎の目標設定による運営強化 

 各施設において年間保育計画や年間活動計画を作成し、年度の目標を定め事業を行なっていました。

一方、この取り組みの達成度確認には評価指標を定め、その指標に基づく達成度、成果評価を施設と運

営サイドで共有することが必要と考えています。どのように取り組むかについて、今期は検討できませ

んでした。 

 

7. 業務の可視化・定量化 

 職務規定の策定に向け準備を進めています。また、学童クラブ業務マニュアルについても、策定に向

け作業を進めています。  
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■助成団体一覧   

 真如苑 

 

■協力団体一覧 

西東京市学童クラブ連絡協議会 

西東京市社会福祉協議会 

特定非営利活動法人 花咲き村 

西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」 

子どもげきじょう西東京 
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■執行部一覧（2017 年 3 月 31 日現在） 

○ 代表理事： 永井昌史 

○ 理 事： 安藤耕司、加藤 泰、小松真弓、佐藤文俊、田中 誠、西口 徹、星 ゆかり、 

照沼育美、湊谷智孝 

○ 監 事： 中曽根 聡、吉田 民 

○ 評議員： 阿南健太郎、有賀達郎、伊藤由香里、加々見辰也、後藤紀行、古林美香、坂口和隆、 

嶋田文子、園田安男、高橋ヨシヱ、田中紀子、塚本将仁、豊永ひとみ、道本利子、 

古谷健太、松本 毅、吉田聡、吉田朋子 

 

■職員体制（2017 年 3 月 31 日現在） 

○ 事務局 

事務局長 小松真弓（理事） 

事務局員 久島潤子 

○ 統括ブロック長 佐藤文俊（理事） 

○ 学童クラブ運営 

田無ブロック： 

ブロック長 高橋明子 

    北原学童クラブ 川杉祐太（施設長）、林 秀和、宮崎 翠   

    向台学童クラブ 高橋明子（施設長兼務）、片岡美慧、東出 愛、小野智行 

    向台第二学童クラブ 大和美恵子（施設長）、草苅 龍、安田奈央 

ひばりが丘ブロック： 

ブロック長 村中生恵 

    谷戸学童クラブ 鈴木豊子（施設長）、岡庭亮太、大石美緒、幸地まなみ 

ひばりが丘第一学童クラブ 村中生恵（施設長兼務）、中西結香、元藤貴大、花津谷翔、 

江原ひろみ、栗原孝枝 

ひばりが丘第二学童クラブ 村中生恵（施設長兼務）、長﨑いずみ、岡崎拓弥、大村聡子、 

宮田泰子 

事務局付 松田はるか（産休中） 

 

 

○児童センター運営（児童センターブロック） 

ひばりが丘児童センター  佐藤文俊（ブロック長及びセンター長兼務）、 

田島和也（副センター長）、久保 竜、鈴木春菜、武田憲治 
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■2017 年度 事業計画 

今般、日本において核家族化や地域社会における人間関係の希薄化により、子育てが孤立化し、また

子どもにとってその成長に必要な様々な人間や地域との関わりが減少してきています。子どもが巻き込

まれる事件も少なからず発生しており、子どもの安全のために、大人がしっかりと子どもを見守り支え

ていく体制を構築していく必要があります。 

子どもの数は全国的にみれば減少傾向ですが、市内では地域によっては大規模集合住宅の新築により

子どもの数は増加しています。2017年度の西東京市の学童クラブの入所者数はついに 2,000名を超えま

した。一方、西東京市では 2015 年度から子ども・子育て支援法に基づいた施策が実行に移され、西東

京市子育ち・子育てワイワイプラン（平成 27 年度～平成 36 年度の 10 か年）の 5 か年計画も進んでい

ますが、子どもの居場所である児童館は、計画に基づく再編によって数が減少します。 

 

このような状況を踏まえながら、私たちの目指すところである「地域に暮らす全ての子どもが持つ権

利を保障し、安全・安心に暮らせる社会」実現のために、日々の活動、日々の行動の積み重ねを大切に

していきます。私たちは、以下に記すアミーゴの 5 つの活動理念の実現に向け、2017 年度の事業活動

を行います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

また、2017 年度は第 3 期中期ビジョンの 2 年目です。引き続き、第 3 期中期ビジョンで掲げた次の

二つの柱に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、多くの方々との出会いと支え合いによって成長してきました。感謝の気持ちを忘れずに、

今後も一歩一歩着実に、活動理念の実現に向け取り組んでいきます。また、私たちは、設立当時から大

切にしてきた３つのキーワード、「つながる」「ささえあう」「ともにいきる」を大切にし、これらを行

動の指針として活動していきたいと考えています。  

 学童クラブと児童センターの運営、西東京市内でのネットワーク構築と様々な協働、子どもを

中心とした支え合いの地域づくり、まちづくりの活動をさらに推し進めます（外部環境）。 

 

 高い意識と意欲を持って職員が働ける職場環境作りを目指して、組織基盤強化に継続して積極

的に取り組みます（内部環境）。 

アミーゴの 5 つの活動理念 

1)  子どもにとって安心安全な社会をつくる。 

2)  子どもを含むさまざまな世代の参画をすすめ、子どもを中心においた支えあいの地域をつくる。 

3)  子育ての責任を安易に家庭に押し付けず、課題を抱えた家庭が地域とつながる家庭支援を行う。 

4)  地域の構成員として子どもを明確に位置づけ、社会的自立に向けた成長を支援する。 

5)  子どもを社会で育てるための条件整備者としての行政の責務を明確にし、積極的に協働型の地

域づくりに関わる。  
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◇子どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業 

【活動の内容】 

1. だがしや楽校 

2017年度、「だがしや楽校」は 10回目を迎えます。これまで向台公園で継続的に開催してきた「だが

しや楽校」ですが、この事業には団体にとって大きな 3つの意義があります。 

1）アミーゴの活動・理念の対外的な PR 

2）施設・立場を超えた団体内部の横断的な連携 

3）他団体との協力によるつながりの構築 

 これらの意義に充分到達できるとしたら、だがしや楽校はアミーゴの活動の集大成ともいえる事業に

なり得ると考えます。2016年度までの反省を踏まえ、安定してこの事業がおこなえるよう企画段階から

の体制をしっかり組みたいと思います。そのためには、準備工程のしっかりとした管理をおこない、天

候等の条件変化への対策を取ります。また、学童クラブの卒所生など、地域の子どもたちの参加や協力

も、引き続き積極的に促していきます。 

 2016年度から引き続いて、他地域（ひばりが丘方面等）における「だがしや楽校」同様の事業実施に

ついても検討していきます。 

  

2. アミーゴ自然塾 

 学童クラブの卒所生を対象とした「自然塾」を実施することの意義のひとつは、子どもの自主性・自

立を育むということにあります。同時にまたひとつの意義として、学童を卒所した子どもたちが、地域

に戻ってからのつながりを地道に継続することで、世代間の交流・関係性の構築がごく自然に循環して

いくような、将来の子どもたちの豊かな地域環境を目指すことにもあります。今後、事業規模の変化に

応じて解決していかなければならない課題も表出すると考えますが、それら課題解決に丁寧に向き合い、

これまでの自然塾事業の成果を共有しながら実施に取り組みます。 

 

3. 他地域団体との交流 

1）いわき市児童クラブ交流 

 東日本大震災を契機として始まった本事業も 7 年目を迎えます。今まで培った両地域の関係を今後も

大切にしていけるよう、実施日や実施形態などを考慮して企画・開催に取り組みます。 

 

2）高学年合宿 

 学童クラブ運営事業に直結する自主事業としての実績を踏まえ、学童生活の集大成とする位置付けの

もと、継続して在籍高学年児の合宿やデイキャンプ事業を行います。 

 

4. 支え合い事業担い手の創出 

地域の子育て団体・グループとのコラボレーションを積極的に実施し、相互協力の機会を増やします。

また、アミーゴ主催行事への運営への会員の参加の仕組みづくりに取り組みます。 
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5. 西東京市を中心とした地域 NPO や関連団体との協働 

市内を中心に活動している子育て団体との連携を深め、ひばりが丘児童センターを会場とした乳幼児

広場事業などのこそだて支援活動を進めます。また、西東京市と共催事業として行われている「第 6 回

こそだてフェスタ＠西東京」に参画し、地域子育て支援団体とのネットワークを構築します。また、西

東京市学童クラブ連絡協議会が開催する「学童こどもまつり」、西東京市協働推進センター「ゆめこら

ぼ」や西東京市社会福祉協議会、子どもげきじょう西東京が行うイベントなどに積極的に参加します。

また、地域の自治会や新たに立ち上がる西部地域ネットワーク協議会にメンバーとして参加し、様々な

団体との関係づくりに努めます。 

 

◇学童クラブ運営事業 

10 年間の学童クラブ運営の積み重ねを基礎として、国の放課後児童クラブ運営指針、団体の保育指針

が掲げる学童保育作りに、引き続き先駆的に取り組んでいきます。学童保育の実践について、記録に基

づく検討を真摯に行い、自己研鑽を積むことで、指導員としての資質向上を図ります。それらの実践に

対して適正な評価ができるよう業務を明確化し、意欲的に仕事に取り組める体制作りを目指します。ま

た、役職や会議体の役割や権限を明確にし、効率的な業務の遂行を図ります。 

 

【活動の内容】 

1. 学童クラブ運営の方向性の構築  

国の示した放課後児童クラブ運営指針、団体の持つ保育指針を拠り所にした、目指すべき学童保育の

在り方について、団体内部での共通認識、ゴールの共有に向けての取り組みについて、更に進めて参り

ます。2016 年度の取り組みにおいて、実践検討研修を通してそれらの達成に一定の進捗が見られたと

の評価が出されました。2017 年度もその取り組みを続けていきます。 

 

2. 保育内容の充実・向上に向けた人材育成 

実践記録をもとにした実践検討など、保育実践力向上を目指す研修を、年間研修計画に基づき実施し

ます。団体の中核を担える人材の育成は引き続き必要なテーマと捉えています。職員の自己実現と、指

針の実現への取り組みが等しく達成できるよう努めます。 

 

3. 保護者・地域との連携強化 

通信（おたより）、連絡帳、個人面談、保護者会などを通して、保護者との連携強化を図ります。ま

た、地域や、近隣小学校、地域の各機関などの連携に、引き続き取り組みます。 

 

4. 行政その他の機関との協働関係の構築 

協働の考えに基づいて、行政担当課、所管施設、学童クラブ連絡協議会や西東京市指導員ユニオンな

どとの交流、連携を図り、より良い関係作りに努めます。 
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5. 自主事業の見直し 

自主事業の外注弁当や、延長保育事業などの利用状況を分析し、より現状に即した実施形態を事務局

を中心として検討していきます。2017 年度は、2016 年までの利用状況の分析を基に、今後の実施形態

について議論を進め、2018 年度以降への反映を目指します。 

 

◇児童センター運営事業 

第 3 期中期ビジョンの 2 期目にあたる 2017 年度は、2016 年度のビジョン達成状況を踏まえ、ビジョ

ンに掲げたゴールに向けて 6 つの取り組みを続けていきます。子育て支援と健全育成の児童館の根本的

な役割に加え、子どもの貧困対策、虐待の早期発見や、大人が一体となって子どもを育てる地域づくり

など、「今」の児童館が必要とされる役割においても積極的に取り組んでいきます。 

 

【活動の内容】 

1. 利用者の参画を実現するシステムの構築 

 乳幼児利用者では「はっぴーママ」における利用者主体による運営、小学生年代は「センターまつり」

などの行事における実行委員会への参加、中高生年代は卒業、進級を祝うライブイベント「Ｈｏｐ Ｓ

ｔｅｐ Ｊｕｍｐ」における高校生の実行委員長を中心とした自主運営や、中高生の定例意見交換の場

「ひとこと言わせて」など、各年代における利用者の参画を促す枠組みが立ち上がっています。2017

年度は、それぞれの事業を定着させることができるよう、定型の企画書や進行表、各イベントの効果、

成果を示す報告書など、やり易さと成果の発信につなげられる仕組み作りを進めていきます。 

 

2. 業務マニュアルの策定による、新人育成・ボランティア受け入れ体制の確立 

 日常的な業務については、2016 年度に策定された児童センター業務マニュアルを活用して、業務の

平準化を図れるようになりましたが、マニュアル化がしにくい支援の内容は、職員間でのコミュニケー

ションを通じて意識の平準化を図っていきます。常勤職員間の業務会議である職員会議、臨時職員と常

勤職員間の業務会議である共有ミーティング、併設学童クラブとの業務会議である合同会議など各業務

会議の場などを通じて、それぞれの具体的支援の意味合い、目的を明確化していきます。また、これま

での施設利用の延長としてボランティアとして残る利用者層に加え、実行委員などの参画を経て、明確

にプレイリーダー的な意識を持ってボランティア参加してくれるであろう新しい利用者層が出来つつ

あります。そういった層の活躍の場も見据えたうえで、ボランティア受け入れ体制の構築を図っていき

ます。 

 また、実習生や研修生受け入れの際の、受け入れプログラムの精度を高め、教わる側も教える側も学

びになる場としていきます。 

 

3. 地域連携の継続・強化・発展 

 地域との連携については、比較的広範囲かつ良好な連携関係が成立している状況ですが、「児童セン

ター」としての関係性に加え「子どもアミーゴの児童センター」としての浸透を、引き続き図っていき

ます。 
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4. 福祉的ニーズの掘り出しと関係機関連携の継続・強化・発展 

 小学校、中学校との連携については、定例の会議による情報交換に加え、緊急時に相互連絡できる関

係性ができており、2017 年度も引き続き関係性の強化に努めます。子どもの貧困対策に関する新規事

業として、ひばりが丘中学校に新設される放課後カフェに参画を行います。また、毎週 1 回、専任の臨

床心理士が勤務し、利用者からの相談業務、職員への指導支援業務を行う「なんでもトークルーム」事

業を 2017 年度も継続し、福祉的ニーズの掘り出しと適切な対処に努めます。 

 

5. 外部団体、他地域との交流 

都内近郊の中高生特化型施設間のネットワーク「首都圏中高生ネットワーク」への参加を継続します。

全国の児童館の中では少数派である中高生特化型施設ならでは強みや弱み、リアルな情報交換を通じて、

職員の学びの場としていきます。また利用者参加型のネットワークでもあるので、この場を活用して中

高生の参画を図り、児童センターにおける中高生運営委員会につながる集団作りを試みます。 

 中高生特化の先駆的な施設である、杉並区の「ゆう杉並」、調布市の「ＣＡＰＳ」との職員交換研修

を継続して行います。日常的な業務、職員会議への参加による意思決定の方法、行事の企画運営など、

4 日間で他施設の運営を多岐に渡って体験し、自施設の運営に活かせる学びの場といたします。 

 

6. 広報の強化 

紙でのお便り、ブログ、ツイッターによる広報活動は、継続して行っていきます。内容についての検

討を、定期的に業務会議で行い、ブラッシュアップを図っていきます。乳幼児利用者や小中高生の自主

企画事業、実行委員会形式の行事などの場を通して、利用者によるそれぞれの行事ごとのおたよりや広

報物の制作を計画します。 

 

◇組織運営 

【活動の内容】 

1. 運営体制の整備 

2017 年度は、職員ひとりひとりが「やりがい」と「働きやすさ」を持って仕事ができる体制、そし

て各事業が着実に前進できる体制を構築する年として、根を深く広く浸透させる体制作りに取り組みま

す。 

施設運営事業では、運営会議を学童クラブ事業と児童センター事業で別に開催し、それぞれの事業全

体の運営について、検討・協議をする場とします。また、学童クラブ事業では、施設長会議を今まで運

営会議が担っていた各施設の課題解決を検討する場とします。 

子ども支え合い事業では、自主事業である自然塾、だがしや楽校、いわき市四倉・大浦児童クラブ交

流・支援事業は引き続き実行委員会でスケジュールや企画運営を管理します。また、協働事業も 2016

年度と同様に事務局、児童センターで個別に対応します。 

組織運営は理事と事務局が主体となりますが、施設運営が絡む部分、例えば職場環境の改善は運営会

議に運営を依頼する等、役割分担しながら成果が出せるように取り組みます。 
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2. 職場環境の改善 

 職員の自己実現と職務の達成度を明確にすること、職員が自らを高めるために取り組むことを支援す

ること、及び今後中核となる人材を育成するために、団体の人材育成に関する指針と職務を明確にする

ための職務規程を策定します。また、働く上で夢や目標を持ちそれに向かって努力していくことは、ア

ミーゴにとっても個人にとってもとても大切なことです。期首に目標を設定し期末にそれを振り返るこ

とで、自分が何に向かってどう取り組むか、1年間の活動を通じてどう実現されたか、何ができなかっ

たか、等を振り返っていく取り組みを始めます。具体的には「目標共有シート」を用いて期首及び期末

に確認作業を行うシステムを構築し、運用を開始します。 

日常の運営単位は各施設なので、施設ごとに「やりがい」や「働きやすさ」を実現できるように、環

境整備に取り組みます。具体的には、上記の「目標共有シート」の活用とあわせ、そのために必要な知

識や職場運営スキルを習得できる研修を実施します。 

また、各施設で起きてしまった事故やヒヤッとした出来事などの課題を施設間で共有し、解決方策を

検討できるように、アクシデント・インシデントの共有システムを構築します。 

 

3. 財政基盤の強化 

会員増加の取り組みとして、イベントでのパンフレット配布、ホームページやアミーゴ通信での呼び

かけを行います。また、独自財源の確保を目指して助成金の申請を行います。収益に占める委託事業の

割合を少しでも減らしていけるように、新規事業の開拓など模索します。 

 

4. 広報活動の強化 

アミーゴの活動・理念についてより広く知っていただき、施設利用者をはじめ行政や子育て支援に関

わる方々とのつながりを強めるために、広報活動を推し進めます。また、現場の生の声を伝えることで、

アミーゴの活動の魅力を広く発信できる体制づくりを行います。 

リニューアルしたホームページを活用し、情報発信を行います。今まで情報提供がなかった各事業の

紹介や支援や協力についてのサイトを新設する予定です。ホームページの更新やSNS等を活用し、タイ

ムリーな情報を提供するための運用管理体制を構築します。 

アミーゴ通信は定期的に発行し、活動状況を会員や市民に紹介します。また、「会費を払ってよかっ

た」と思っていただけるよう、アミーゴ通信の充実やタイムリーな情報発信の体制を検討します。 

市内で開催されるイベントで展示や発表を行い、市民への認知度向上に繋げます。 

行事等の画像によるDVDを作成し、利用者へ配布します。 

 

5. 行政との協働関係の構築 

 事業受託契約の形態を取りながらもNPOとしての自立性と独自性を保つために、市内の各セクターと

の連携を強化すると共に、行政や関連団体主催行事へ積極的に参加・貢献することでプレゼンスを強化

します。 

 担当課と定期的に懇談し、社会的課題の共有と解決に向けたアクションの働きかけを進めます。また、

地域での活動拠点を増やすために、児童館の新規受託に向け情報収集を進めます。 
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■2017 年度職員体制（2017 年 5 月現在） 

○ 事務局 

事務局長：小松真弓  事務局員：久島潤子 

 

○ 統括ブロック長：佐藤文俊 

○ 学童クラブ運営 

田無ブロック： 

ブロック長 高橋明子 

    北原学童クラブ 川杉祐太（施設長）、宮崎 翠、鹿野理子 

    向台学童クラブ 高橋明子（施設長兼務）、片岡美慧、大久保圭、東出 愛 

    向台第二学童クラブ 草苅 龍（施設長）、松田はるか、川上里佳子、天野正美 

ひばりが丘ブロック： 

  ブロック長 村中生恵 

谷戸学童クラブ 大和美恵子（施設長）、岡庭亮太、雨宮可奈 

ひばりが丘第一学童クラブ 鈴木豊子（施設長）、中西結香、元藤貴大、江原ひろみ、 

花津谷翔 引馬かおり 

ひばりが丘第二学童クラブ 村中生恵（施設長兼務）、林 秀和、大村聡子、渡辺洋行、 

小林裕子 

 

○ 児童センター運営（児童センターブロック） 

ブロック長 佐藤文俊（統括ブロック長兼務） 

ひばりが丘児童センター 佐藤文俊（センター長兼務）、田島和也（副センター長）、 

久保 竜、鈴木春菜、武田憲治、渡邊ちひろ 

■評議員の選任 

□ 評議員 

（新任候補） 

西原みどり（西東京市主任児童委員） 

 真鍋五十鈴（西東京市主任児童委員） 

   森分エリカ（前西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

（再任候補） 

古林美香（育成会ひろがり会長） 

嶋田文子（保護司） 

 園田安男（特定非営利活動法人花咲き村代表） 

田中紀子（特定非営利活動法人西東京子育てコム代表理事） 

豊永ひとみ（株式会社エクラアニマル代表取締役） 

吉田朋子（特定非営利活動法人ワーカーズ・コレクティブちろりん村事務局長） 
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＜非改選＞ 

□ 代表理事 

永井昌史（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 

□ 理事 

安藤耕司（遊び創造集団たのしーのひ、練馬区職員） 

加藤 泰（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

田中 誠（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

照沼育美（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 星ゆかり（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長、保育士） 

湊谷智孝（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長） 

 

□ 監事 

中曽根聡（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

吉田 民（公認会計士） 

 

□ 評議員 

有賀達郎（日野市産業振興課価値創出連携コーディネーター） 

伊藤由加里（元西東京市学童クラブ連絡協議会事務局長） 

加々見辰也（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長） 

後藤紀行（保谷第二小学校 PTA 会長） 

坂口和隆（認定特定非営利活動法人日本 NPO センター法人運営チームリーダー） 

高橋ヨシヱ（特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京学童運営会議スーパーバイザー） 

 

塚本将仁（有限会社プロシステム取締役） 

古谷健太（元特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京副代表理事） 

松本 毅（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 吉田聡（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 

□ 辞任理事 

 小松真弓 佐藤文俊 西口 徹  
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【2016年度活動計算書・2017年度予算】 
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[税込]（単位：円）

科　　目 金　額 科　　目 金　額
 【流動資産】  【流動負債】
  （現金・預金）   未  払  金 8,145,433 
   現      金 1,086,751   預  り  金 3,293,510 
  普通預金三菱東京UFJ東松原 1,938,818   仮  受  金 271 
   普通預金三菱東京UFJ田無 4,848,925   未払法人税等 3,235,800 
   普通預金ゆうちょ銀行 391,870    流動負債  計 14,675,014 
   普通預金楽天銀行 16,642,095  【固定負債】
    現金・預金 計 24,908,459   退職給付引当金 740,000 
  （その他流動資産）    固定負債  計 740,000 
   前払  費用 1,116,028 負債の部合計 15,415,014 
   仮  払  金 42,000 
    その他流動資産  計 1,158,028  【正味財産】
     流動資産合計 26,066,487   正味  財産 11,501,473 
 【固定資産】   (うち当期正味財産増加額) 9,413,940 
  （投資その他の資産）    正味財産  計 11,501,473 
   敷      金 850,000 正味財産の部合計 11,501,473 
    投資その他の資産  計 850,000 
     固定資産合計 850,000 

資産の部合計 26,916,487 負債・正味財産の部合計 26,916,487 

[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現      金 1,086,751 
      普通預金三菱東京UFJ東松原 1,938,818 
      普通預金三菱東京UFJ田無 4,848,925 
      普通預金ゆうちょ銀行 391,870 
      普通預金楽天銀行 16,642,095 
        現金・預金 計 24,908,459 
    （その他流動資産）
      前払  費用 1,116,028 
      仮  払  金 42,000 
        その他流動資産  計 1,158,028 
          流動資産合計 26,066,487 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷      金 850,000 
        投資その他の資産  計 850,000 
          固定資産合計 850,000 
            資産の部  合計 26,916,487 

  【流動負債】
    未  払  金 8,145,433 
    預  り  金 3,293,510 
      社会保険料 (1,662,789)
      雇用保険料 (494,477)
      源泉所得税 (841,744)
      住　民　税 (294,500)
    仮  受  金 271 
    未払法人税等 3,235,800 
      流動負債  計 14,675,014 
  【固定負債】
    退職給付引当金 740,000 
      固定負債  計 740,000 
        負債の部  合計 15,415,014 

        正味財産 11,501,473 

特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
NPO法人　子どもアミーゴ西東京
全事業所 2017年 3月31日 現在

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部

特定非営利活動に係る事業会計財産目録
NPO法人　子どもアミーゴ西東京

2017年 3月31日 現在
《資産の部》

《負債の部》

正　味　財　産　の　部
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【事業別損益計算書】 

 

【経常収入】
正会員会費収入 0 0 0 174,000 174,000
寄付金収入 0 686,500 188,590 875,090
助成金収入 0 150,000 150,000 0 150,000
補助金収入 0 0 0 86,000 86,000
事業  収入 0 1,802,390 1,802,390 0 1,802,390
放課後健全育成事業委託金収入 204,255,750 0 204,255,750 0 204,255,750
雑　収　入 0 0 0 30,852 30,852
受取利息収入 0 0 0 364 364
経常収入  計 204,255,750 2,638,890 206,894,640 479,806 207,374,446
【事業費】
人件費
　給料　手当 107,530,322 387,000 107,917,322 0 107,917,322
　臨時給与手当 40,802,124 0 40,802,124 0 40,802,124
　中退共掛金 1,590,000 0 1,590,000 0 1,590,000
　福利厚生費 1,131,664 0 1,131,664 0 1,131,664
　法定福利費 17,217,251 0 17,217,251 0 17,217,251
　旅費交通費 4,918,294 0 4,918,294 0 4,918,294
人件費計 173,189,655 387,000 173,576,655 0 173,576,655
その他事業費
　事業支出 502,930 1,334,423 1,837,353 0 1,837,353
　事業運営費（間食） 5,694,047 0 5,694,047 0 5,694,047
　事業運営費（運営費） 3,445,729 0 3,445,729 0 3,445,729
　会　議　費 26,698 0 26,698 0 26,698
　広告宣伝費 680,080 0 680,080 0 680,080
　印刷　経費 156,000 0 156,000 0 156,000
　修　繕　費 168,706 0 168,706 0 168,706
　通　信　費 1,117,247 0 1,117,247 0 1,117,247
　備品消耗品費 1,981,334 0 1,981,334 0 1,981,334
　事務用消耗品費 155,957 0 155,957 0 155,957
　地代　家賃 2,204,475 0 2,204,475 0 2,204,475
　保　険　料 715,210 5,000 720,210 0 720,210
　諸　会　費 36,300 0 36,300 0 36,300
　研　修　費 560,770 0 560,770 0 560,770
　支払手数料 286,144 0 286,144 0 286,144
　雑　費 215,504 0 215,504 0 215,504
その他事業費計 17,947,131 1,339,423 19,286,554 0 19,286,554
合  計 191,136,786 1,726,423 192,863,209 0 192,863,209
【管理費】
人件費
　給料  手当 0 0 0 360,000 360,000
　旅費交通費 0 0 0 5,910 5,910
人件費計 0 0 0 365,910 365,910
その他経費
　会　議　費 0 0 0 34,733 34,733
　広告宣伝費 0 0 0 0 0
　事務用消耗品費 0 0 0 195,558 195,558
　水道光熱費 0 0 0 151,820 151,820
　通  信  費 0 0 0 182,379 182,379
　地代  家賃 0 0 0 116,025 116,025
　諸  会  費 0 0 0 13,000 13,000
　支払手数料 0 0 0 337,296 337,296
　外注事務費 0 0 0 345,600 345,600
　雑      費 0 0 0 50,000 50,000
その他経費計 0 0 0 1,426,411 1,426,411
管理費  計 0 0 0 1,792,321 1,792,321
事業費管理費合計 191,136,786 1,726,423 192,863,209 1,792,321 194,655,530
法人税、住民税及び事業税 3,051,360 184,440 3,235,800 69,176 3,304,976
当期正味財産増加額 10,067,604 728,027 10,795,631 -1,381,691 9,413,940
前期繰越正味財産額 542,054 606,577 1,148,631 938,902 2,087,533
当期正味財産合計 10,609,658 1,334,604 11,944,262 -442,789 11,501,473

事業部門計
放課後健全育
成事業合計

子育て支援
事業

管理費
合計

合計
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